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東 財 政 第 １ ５ ２ 号 

令 和 ２ 年 ８ 月 ２ １ 日 

 

部 長 各 位  

 

 

総 務 部 長  

 

 

令和３年度予算見積事務取扱要領について  

 

現下の新型コロナウイルス感染症拡大は経済・社会に大きな影響を及ぼし、

本市財政に与える影響は大きなものになります。このような状況において本市

の令和３年度の予算編成は、大変厳しいものとなりますが、一方で従来からの

事業の見直しとリスクに強い新たな施策展開を図る、将来を見据えた転換点と

しての年度とすることが求められます。  

 本日示す令和３年度予算見積事務取扱要領については、来年２月に市長選挙

が予定されていることから、原則として一般行政経費を中心とした骨格予算で

の編成について示すもので、新規事業や重点施策等への考え方については選挙

後に決定される市政方針に基づき、後日通知します。  
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１ 経済の動向と国の状況 

国は「経済財政運営と改革の基本方針２０２０」（令和２年７月１７日閣議決

定）において、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた現下の経済財政状

況について、『感染症拡大による我が国経済への影響は甚大であり、これまでに

経験したことのない正に国難とも言うべき局面に直面した。我が国経済は、総じ

てみれば、極めて厳しい状況にある。』としています。  

そのうえで先行きについては、『感染症拡大防止策を講じつつ、社会経済活動

レベルを段階的に引き上げていく中で極めて厳しい状況から持ち直しに向かうこ

とが期待される。』とし、感染症拡大防止と社会経済活動の両立を打ち出してい

ます。  

また、今回の感染症拡大で顕在化した課題を克服した後の新しい未来の姿の基

本的方向性として、『変化を取り入れ、多様性をいかすことによりリスクに強い

強靱性を高めながら、我が国の持つ独自の強み・特性をいかした「新たな日常」

を構築していく。それを通じて国民の一人一人が生活の豊かさを実感できる

「質」の高い持続的な成長の実現に取り組む』としています。  

 

２ 本市の財政状況と今後の見通し 

今日まで、合併効果を最大限にいかしながら財政構造の改善に努め、各種財政

指標を注視した健全な財政運営に努めてきました。  

令和元年度一般会計決算において、市の財政状況を示す実質公債費比率及び将

来負担比率などの財政健全化指標は、国が定める早期健全化基準を下回ってお

り、健全な状況にあります。  

しかし、歳入においては、市税全体では増加したものの法人市民税は税制改正

に加え、企業の業績の影響もあり大きく減少しています。また、歳出において

は、人件費をはじめ、扶助費、各種施設に係る維持管理経費など、経常経費の予

算総額に占める割合は依然として高く、さらなる財政の硬直化を懸念しており、

財政運営の健全化や弾力性の維持が課題となっています。さらには、新たな課題

である新型コロナウイルス感染症対策や地方創生への取組をはじめ、少子高齢化

対策や都市基盤の整備、施設の長寿命化対策など取り組むべき課題は山積してい

ます。  

 今後の見通しとして、税収は、新型コロナウイルス感染症の影響や今後の人口

減少下において減収は明らかな状況にあり、普通交付税についても合併特例期間



 

3 
 

が令和２年度で終了するなど、各種事業を推進する環境がより一層厳しさを増し

ていくことが見込まれます。  

こうした本市の財政状況を職員自らが認識し、本市が将来に亘って持続可能な

行政運営を行っていくために、限られた財源を有効に活用し、市民にとって真に

必要な予算編成を行うこととします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度予算：総額目途 494 億円  
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３ 予算編成に向けての基本的な考え方 

 

(1) 骨格予算の編成 

 令和３年度予算の編成に当たっては、来年２月に市長選挙を控えていること

から当初予算においては一般行政経費を中心とした通年予算としての骨格予算

を編成することとし、選挙後に政策的経費等を盛り込んだ「肉付予算（６月補正

予算）」を編成します。 

  

(2) 総合計画の実現 

 本市においては、総合計画に定める将来像「うるおいとにぎわいのまち」の実

現に向け、鈴鹿山脈から琵琶湖まで広がる豊かな自然や万葉の時代から綿々と

受け継がれてきた歴史、文化などの地域資源に磨きをかけるとともに、将来を見

据え、福祉、環境、農業などの分野で様々な取組を進めてきました。  

 令和３年度は、第２次東近江市総合計画前期基本計画の最終年に当たること

から、これまでの取組について評価するとともに、「うるおいとにぎわいのまち」

の実現に向け一つ一つの事業の有用性を見極め、本市の多様で豊かな地域資源

を最大限いかしつつ、誰もが安心して健康で明るく暮らしていることを実感で

きるまちを目指した予算編成に取り組むこととします。  

 

(3) 第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進 

 人口減少社会の中で、少子化や若い世代の転出超過などの課題に立ち向かう

ため、平成２７年度に「東近江市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、  

地域の特色をいかした取組を進めてきた結果、地方創生の意識や取組は確実に

地域に根付いてきています。こうした中で、昨年度に第２期東近江市まち・ひと・

しごと創生総合戦略を策定したところであり、令和３年度予算では、第２期総合

戦略を柱とした施策の重点化を図るとともに地方創生の実現に向けて更に挑戦

することとします。  

 

(4) 新型コロナウイルス感染症への対応 

新型コロナウイルス感染症拡大による市民生活への影響や課題に対して必要

な対策を講じるとともに、これまで実施してきた事業についてもその内容を精
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査し、見直しを図ることとします。  

 

(5) 「施策の推進」と「財政の健全性」の両立 

これまで進めてきた地方創生の取組はもとより、多様で豊かな地域資源を最

大限いかした施策を継続発展させるとともに、コロナ危機を一つの転換点とし

て、リスクに強い施策の展開が必要です。また、限りある財源を有効に活用す

る中で、将来世代に過度の負担を残さないよう十分留意して各種施策を進める

必要があります。これまでにも増して施策の選択と集中を徹底させることによ

り、「施策の推進」と「財政の健全性」の両立を図ることとします。 

 

(ｱ) 枠配分方式による予算編成と部内調整機能の強化 

  昨年度に引き続き、経常的経費を対象に枠配分方式を採用します。別途通知

する概算見積により提出された要求額を元に削減する額を算定し、一般財源

を各部に配分することとします。各部においては、部局横断的な対応により、

市民ニーズや費用対効果などを勘案し調整を行ってください。また、ゼロベー

スからの見直しや優先度により事業の取捨選択を行うなど、部内調整機能の

強化に努めてください。 

(ｲ) 働き方改革への対応 

働き方改革を推進するための、長時間労働の是正や多様で柔軟な働き方の実

現に取り組むとともに、コロナ危機を転機として、ＩＣＴやＡＩ等の活用など、

これまでの手法にとらわれない新たな発想と視点をもって業務の効率化に取

り組んでください。 

 

(ｳ) 市民協働の推進 

多様化、複雑化する市民ニーズを迅速に読み取り、その解決に向け、協働の

視点で市民や地域の多様な主体と連携し、それぞれの強みをいかして課題解決

に取り組んでください。 

 

(ｴ) 公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進 

公共施設等については、「東近江市公共施設等総合管理計画」個別施設計画

を策定中ですが、将来の修繕・更新費用の平準化や機能の集約・統合等の検討
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を進めてください。また、インフラ施設については、計画的な整備、長寿命化

の推進、適切な維持保全を目指すこととしており、安全確保を最優先に将来負

担を考慮した計画的な維持管理に努めてください。  

 

４ 特別会計・企業会計における独立採算制の原則の確保 

(1) 特別会計については、積み上げによる要求とするが、特別会計の設置目的に

応じて会計間の経費負担の適正化を図るとともに、一般会計からの繰入金につ

いては、繰出基準に基づくものに限るなど真に必要な額を計上してください。ま

た、使用料等の見直しに努めるとともに、必要最小限の経費を計上するなど事務

費の節減や合理化に努めてください。 

 

(2) 企業会計については、独立採算を前提に経営の一層の合理化、効率化を積極

的に推進し、経費の節減に努めつつ長期的な収支見通しに立った経営の健全化

に努めてください。また、一般会計からの繰入金については、繰出基準を明確に

し、基準外繰出の削減に努めてください。 
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５ 予算編成スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８
月 

９
月 

11
月 

12
月 

２
月 

10
月 

１
月 

Ｒ３予算 

枠配分算定 

予算見積事務取扱要領（8/21） 

予算編成説明会（10/9,12） 

総務部長査定 

市長査定 

 一次予算内示（1/4） 

骨格予算内示（1/15） 

骨格予算書発注（2/4） 

予算見積入力  

予算編成要領 通知 

予算見積提出（11/6） 

次長会議【枠配分通知】（10/7） 

３
月 

４
月 

５
月 

政策的経費予算編成方針（示達） 

政策的経費ヒアリング 

政策的経費総務部長査定 

政策的経費市長査定 

2 月  市長選挙(予定) 

政策予算書発注（5/7） 

4/1 6 月補正各課通知 

4/16～ 予算ヒアリング 

概算見積通知 

概算見積書提出

（9/25） 

各課予算ヒアリング 

（11/13～12/7） 

令和３年度予算編成（案） 


